
【資料2-3】 幕別町こども・若者意識調査【15歳～39歳】集計結果

問１　あなたが思う自分の性別をお答えください。（チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 男性 55 39.6%

2 女性 81 58.3%

3 答えたくない 3 2.2%

　計 139 100.0%

問２　今、何歳ですか。（令和６年７月１日現在） （チェックは１つ）

区分 人数 割合

15歳～19歳 20 14.4%

20歳～24歳 22 15.8%

25歳～29歳 23 16.5%

30歳～34歳 44 31.7%

35歳～39歳 30 21.6%

　計 139 100.0%

問３　今、結婚をしていますか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 結婚している（事実婚含む） 64 46.4%

2 結婚していない 74 53.6%

　計 138 100.0%

問４　今、一緒に住んでいる方すべてにチェックをつけてください。（チェックはいくつでも）

区分 人数 割合

1父（義父） 47 17.9%

2母（義母） 58 22.1%

3きょうだい 20 7.6%

4祖父母 12 4.6%

5配偶者・パートナー 66 25.2%

6こども 43 16.4%

7同居家族はいない（単身世帯） 15 5.7%

その他 1 0.4%

　計 262 100.0%

問５　ご家庭で主に収入があるのは誰ですか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 あなた自身 46 33.3%

2 父（義父） 33 23.9%

3 母（義母） 10 7.2%

4 きょうだい 3 2.2%

5 祖父母 0 0.0%

6 配偶者・パートナー 40 29.0%

7 同居家族はいない（単身世帯） 3 2.2%

その他 3 2.2%

　計 138 100.0%
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問６　今の経済的な暮らしの状況をどのように感じていますか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 大変苦しい 14 10.1%

2 やや苦しい 42 30.2%

3 普通 68 48.9%

4 ややゆとりがある 11 7.9%

5 ゆとりがある 4 2.9%

　計 139 100.0%

問７　最後に通っていた学校、また、今、通っている学校はどれですか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 中学校 2 1.4%

2 高等学校 41 29.7%

3 専門学校 20 14.5%

4 高等専門学校、短期大学 24 17.4%

5 大学・大学院 50 36.2%

その他 1 0.7%

　計 138 100.0%

問８　あなたの今の職業についてお答えください。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 正社員・正職員 74 53.6%

2 契約社員 7 5.1%

3 派遣社員 0 0.0%

4 パート・アルバイト（学生のアルバイトは除く） 15 10.9%

5 自営業 13 9.4%

6 自由業（個人で専門知識や技術を生かした職業） 0 0.0%

7 学生（予備校生を含む） 24 17.4%

8 家事専業（専業主婦・主夫） 3 2.2%

9 家事手伝い（介護手伝い含む） 0 0.0%

10 無職（求職中を含む） 1 0.7%

その他 1 0.7%

　計 138 100.0%

問９　今の仕事の状況についてお答えください（パート・アルバイトを含む）。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 仕事をしている 109 80.7%

2 仕事をしているが、休んでいる 7 5.2%

3 今、仕事はしていないが、過去に仕事をしていたことがある 7 5.2%

4 これまでに、仕事をしたことはない 12 8.9%

　計 135 100.0%
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問10　あなた自身について、お聞かせください。（チェックはそれぞれに１つ）

 [1　自分には自分らしさというものがあると思う]

区分 人数 割合

あてはまる 57 41.0%

どちらかといえばあてはまる 49 35.3%

どちらかといえばあてはまらない 13 9.4%

あてはまらない 5 3.6%

どちらとも言えない 15 10.8%

　計 139 100.0%

 [2　今の自分を変えたいと思う]

区分 人数 割合

あてはまる 32 23.2%

どちらかといえばあてはまる 47 34.1%

どちらかといえばあてはまらない 29 21.0%

あてはまらない 17 12.3%

どちらとも言えない 13 9.4%

　計 138 100.0%

 [3　将来よりも今の生活を楽しみたい]

区分 人数 割合

あてはまる 24 17.3%

どちらかといえばあてはまる 45 32.4%

どちらかといえばあてはまらない 32 23.0%

あてはまらない 10 7.2%

どちらとも言えない 28 20.1%

　計 139 100.0%

 [4　自分の将来は運やチャンスによって決まると思う]

区分 人数 割合

あてはまる 20 14.4%

どちらかといえばあてはまる 42 30.2%

どちらかといえばあてはまらない 39 28.1%

あてはまらない 15 10.8%

どちらとも言えない 23 16.5%

　計 139 100.0%

 [5　人生で起こることは、自分に原因があると思う]

区分 人数 割合

あてはまる 30 21.6%

どちらかといえばあてはまる 66 47.5%

どちらかといえばあてはまらない 13 9.4%

あてはまらない 7 5.0%

どちらとも言えない 23 16.5%

　計 139 100.0%
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 [6　今の自分が好きだ]

区分 人数 割合

あてはまる 18 12.9%

どちらかといえばあてはまる 52 37.4%

どちらかといえばあてはまらない 24 17.3%

あてはまらない 16 11.5%

どちらとも言えない 29 20.9%

　計 139 100.0%

 [7　他人と同じことをしていると安心だ]

区分 人数 割合

あてはまる 8 5.8%

どちらかといえばあてはまる 51 36.7%

どちらかといえばあてはまらない 37 26.6%

あてはまらない 15 10.8%

どちらとも言えない 28 20.1%

　計 139 100.0%

 [8　どんなことにも意欲的に取り組む]

区分 人数 割合

あてはまる 18 12.9%

どちらかといえばあてはまる 60 43.2%

どちらかといえばあてはまらない 29 20.9%

あてはまらない 7 5.0%

どちらとも言えない 25 18.0%

　計 139 100.0%

 [9　自分の考えをはっきり相手に伝えることができる]

区分 人数 割合

あてはまる 22 15.8%

どちらかといえばあてはまる 43 30.9%

どちらかといえばあてはまらない 31 22.3%

あてはまらない 15 10.8%

どちらとも言えない 28 20.1%

　計 139 100.0%

 [10　今、自分が幸せだと思う]

区分 人数 割合

あてはまる 45 32.4%

どちらかといえばあてはまる 64 46.0%

どちらかといえばあてはまらない 7 5.0%

あてはまらない 4 2.9%

どちらとも言えない 19 13.7%

　計 139 100.0%
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問11　次の場所は、今のあなたにとっていい場所になっていますか。（チェックはそれぞれに１つ）

 [1　自分の部屋]

区分 人数 割合

そう思う 76 55.9%

どちらかといえばそう思う 38 27.9%

どちらかといえばそう思わない 8 5.9%

そう思わない 3 2.2%

わからない 11 8.1%

　計 136 100.0%

 [2　家庭（実家、親族の家を含む）]

区分 人数 割合

そう思う 69 50.4%

どちらかといえばそう思う 50 36.5%

どちらかといえばそう思わない 9 6.6%

そう思わない 4 2.9%

わからない 5 3.6%

　計 137 100.0%

 [3　学校（卒業した学校を含む）]

区分 人数 割合

そう思う 36 26.1%

どちらかといえばそう思う 52 37.7%

どちらかといえばそう思わない 17 12.3%

そう思わない 20 14.5%

わからない 13 9.4%

　計 138 100.0%

 [4　職場（アルバイト先、過去の職場を含む）]

区分 人数 割合

そう思う 21 15.2%

どちらかといえばそう思う 61 44.2%

どちらかといえばそう思わない 21 15.2%

そう思わない 15 10.9%

わからない 20 14.5%

　計 138 100.0%

 [5　公共施設（図書館、公園など）]

区分 人数 割合

そう思う 24 17.4%

どちらかといえばそう思う 52 37.7%

どちらかといえばそう思わない 23 16.7%

そう思わない 12 8.7%

わからない 27 19.6%

　計 138 100.0%
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 [6　商業施設（大型スーパー、カフェなど）]

区分 人数 割合

そう思う 26 18.8%

どちらかといえばそう思う 65 47.1%

どちらかといえばそう思わない 21 15.2%

そう思わない 15 10.9%

わからない 11 8.0%

　計 138 100.0%

 [7　地域団体（スポーツ・文化系クラブ、こども食堂など）]

区分 人数 割合

そう思う 13 9.5%

どちらかといえばそう思う 39 28.5%

どちらかといえばそう思わない 21 15.3%

そう思わない 18 13.1%

わからない 46 33.6%

　計 137 100.0%

 [8　インターネット空間（SNS、YouTube、オンラインゲームなど）]

区分 人数 割合

そう思う 43 31.2%

どちらかといえばそう思う 55 39.9%

どちらかといえばそう思わない 15 10.9%

そう思わない 11 8.0%

わからない 14 10.1%

　計 138 100.0%

問12　仕事や学校以外で、利用したいと思う場所はどこですか。 回答数： 78 件

図書館 10 件

カフェ 9 件

公園 7 件

スポーツジム 6 件

スポーツ施設 5 件

商業施設 5 件

子供と利用できる施設 4 件

コミュニティプラザ 3 件

飲食店 3 件

温泉・サウナ 3 件

娯楽施設 3 件

キャンプ場 2 件

本屋 2 件

ゲームセンター 1 件

コワーキングスペース 1 件

スーパー 1 件

ピアノの時間レンタル 1 件

プール 1 件

自由記述
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映画館 1 件

弓道場 1 件

教会 1 件

自然の中にある休憩所 1 件

雑貨屋さん 1 件

自分の家 1 件

放課後デイ等 1 件

川 1 件

動物と一緒に入れる場所 1 件

遊べる場所 1 件

子どもの習い事ができる場所 1 件

問13　次の気持ちに当てはまるものはどれですか。 （チェックはそれぞれに１つ）

 [1　自分には人とのつきあいがないと感じることがある]

区分 人数 割合

常にある 17 12.2%

時々ある 32 23.0%

たまにある 44 31.7%

ほとんどない 32 23.0%

決してない 14 10.1%

　計 139 100.0%

 [2　自分は取り残されていると感じることがある]

区分 人数 割合

常にある 14 10.1%

時々ある 31 22.3%

たまにある 34 24.5%

ほとんどない 45 32.4%

決してない 15 10.8%

　計 139 100.0%

 [3　自分は他の人たちから孤立していると感じることがある]

区分 人数 割合

常にある 9 6.5%

時々ある 31 22.3%

たまにある 27 19.4%

ほとんどない 51 36.7%

決してない 21 15.1%

　計 139 100.0%

 [4　自分は孤独であると感じることがある]

区分 人数 割合

常にある 8 5.8%

時々ある 25 18.2%

たまにある 25 18.2%

ほとんどない 55 40.1%

決してない 24 17.5%

　計 137 100.0%
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問14　あなた自身について、お聞かせください。（チェックはそれぞれに１つ）

 [1　誰とでもすぐ仲良くなれる]

区分 人数 割合

あてはまる 19 13.7%

どちらかといえばあてはまる 31 22.3%

どちらかといえばあてはまらない 38 27.3%

あてはまらない 21 15.1%

どちらとも言えない 30 21.6%

　計 139 100.0%

 [2　表情やしぐさで相手の思っていることがわかる]

区分 人数 割合

あてはまる 32 23.2%

どちらかといえばあてはまる 55 39.9%

どちらかといえばあてはまらない 14 10.1%

あてはまらない 5 3.6%

どちらとも言えない 32 23.2%

　計 138 100.0%

 [3　親しい人に頼まれてもやりたくないことは断る]

区分 人数 割合

あてはまる 19 13.7%

どちらかといえばあてはまる 40 28.8%

どちらかといえばあてはまらない 28 20.1%

あてはまらない 16 11.5%

どちらとも言えない 36 25.9%

　計 139 100.0%

 [4　その場に合った行動がとれる]

区分 人数 割合

あてはまる 22 15.9%

どちらかといえばあてはまる 67 48.6%

どちらかといえばあてはまらない 10 7.2%

あてはまらない 1 0.7%

どちらとも言えない 38 27.5%

　計 138 100.0%

 [5　表情が豊かである]

区分 人数 割合

あてはまる 32 23.0%

どちらかといえばあてはまる 50 36.0%

どちらかといえばあてはまらない 21 15.1%

あてはまらない 1 0.7%

どちらとも言えない 35 25.2%

　計 139 100.0%
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 [6　気持ちを抑えようとしても、顔に出てしまう]

区分 人数 割合

あてはまる 32 23.0%

どちらかといえばあてはまる 48 34.5%

どちらかといえばあてはまらない 20 14.4%

あてはまらない 6 4.3%

どちらとも言えない 33 23.7%

　計 139 100.0%

 [7　人にぶつかっても、あやまらないことがある]

区分 人数 割合

あてはまる 2 1.4%

どちらかといえばあてはまる 12 8.6%

どちらかといえばあてはまらない 48 34.5%

あてはまらない 63 45.3%

どちらとも言えない 14 10.1%

　計 139 100.0%

問15　自分の将来について希望がありますか。（チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 希望がある 47 34.1%

2 どちらかといえば、希望がある 48 34.8%

3 どちらかといえば、希望がない 35 25.4%

4 希望がない 8 5.8%

　計 138 100.0%

問16　今、子どもはいますか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

１人いる 21 15.3%

２人いる 20 14.6%

３人いる 5 3.6%

４人いる 0 0.0%

５人以上いる 0 0.0%

いない 91 66.4%

　計 137 100.0%

問16-1　これから、子どもが欲しいと思いますか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 欲しい 49 35.8%

2 どちらかと言えば、欲しい 29 21.2%

3 どちらかと言えば、欲しくない 12 8.8%

4 欲しくない 15 10.9%

5 わからない 32 23.4%

　計 137 100.0%

23%

35%

14%

4%

24%

あてはまる どちらかといえばあてはまる
どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
どちらとも言えない

1% 9%

35%

45%

10%

あてはまる どちらかといえばあてはまる
どちらかといえばあてはまらない あてはまらない
どちらとも言えない

34%

35%

25%

6%

1 希望がある 2 どちらかといえば、希望がある

3 どちらかといえば、希望がない 4 希望がない

15%

15%

4%
0%0%66%

１人いる ２人いる ３人いる ４人いる ５人以上いる いない

36%

21%

9%

11%

23%

1 欲しい 2 どちらかと言えば、欲しい
3 どちらかと言えば、欲しくない 4 欲しくない
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【資料2-3】 幕別町こども・若者意識調査【15歳～39歳】集計結果

問16-2　なぜ、問16-1の回答を選びましたか。ご自由に記入してください。 回答数： 97 件

2人以上は欲しいと思っているため

3人目が産まれたばかりだから

５人くらい子ども居て良いかなと思うが、夫の職場が育休をとらせてくれない

あともう１人だけ子どもがほしい

いたらいいけど経済的に難しそう

お金に余裕があれば

かわいいから。

この先の国が不安だから

これ以上は経済的にも身体的にも難しい。

そもそも結婚欲がそこまでないから

それが幸せだと思っているから

まだ大学生だし、今後のことはわからないから。

もう2人いるので

わからない

意味はない

育ててみたいから。

何となく

家族が欲しい

家族は多い方がいいから

家庭がより楽しいものになると思ったから

家庭の事情のため。

家庭を持つということに憧れがあるため

家庭を築いて行きたい

我が子はかけがえのないものだと思うから。親になっていろんな経験をしたいし、させてあげたいから。

楽しいから

金銭的にも自分の健康状態的にも、将来子どもを持った時にその子を幸せに出来る自信がない

兄弟いた方がいいと思うから

兄弟がいた方が将来さえあえるかと思うから

経済的に

経済的に限界　

経済的に難しい

経済的に余裕が出来れば欲しい

経済的余裕がないと感じるのと、出産したとしてもそれに見合った給料が得られないと思うから

結婚したいと思っていないから　恋愛というものがよくわからないから

結婚してみないと、どう思うかわからない

結婚して子どもがいることが、家庭のあるべき姿だと考えているため。

結婚し子供は欲しいが今の経済力では無理

幸せを感じる

今は欲しいと思わないから

子どもがいる想像がつかない、社会的に自分の生活だけでお金が苦しい

子どもが可愛いから

子どもが好きだから

子どもが好きだし親の喜ぶ顔が見たい

子どもと楽しく過ごしたい。

子どもは可愛いからです

子どもは私たちの未来だから。

自由記述
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【資料2-3】 幕別町こども・若者意識調査【15歳～39歳】集計結果

子どもを産みたい又は産まれてきてほしいと思えるような社会ではないと感じるから

子育てが楽しいから。兄弟が欲しいから。

子育てをしてみたい

子供がいると楽しくなると思うから

子供が一人っ子より2人の方が楽しく過ごせそうだから

子供が可愛いから

子供が好きだから

子供が好きだから。自分が子供時代、あまりいい家庭環境に居なかったので、いい家庭を築きたい。

子供が好きだし、姪っ子たちと仲良く遊んでくれたら幸せだと思うから。

子供が好きなのと、両親が好きなので私も子供に同じ幸せを与えたいと思うから

子供のお世話をするのが好きだし、家族が多い方が幸せだと感じるから

子供は2人ほしいと思ってたから。

子供は欲しいが将来を考えると欲しくない（金銭的にもだが、子供の将来的にも）

子供は欲しいけど給料が安い

子供を愛し愛される生活に幸せを感じる

子供を持った時の変化を体験してみたいから

子孫を残すことは生物として当然という考え

自然にまかせたいと思っているので

自分が親として育てる自信がないから

自分が精神疾患を抱えているから。

自分のことを生かしてくれた社会に、少しは貢献したいから。

自分の家庭を持ちたいから、甥の成長を見て喜びを感じたから、我が子を育ててみたいから

自分の血を引く存在が欲しいし、愛でたいと思うから。

自分の考える家庭を持つことに含まれているから

自分の親が子どもがいて楽しそうだから

授かりものだから

将来、結婚したいから。

少子高齢化が進んでいるため

障害のある子どもがおり、定期的に入院しているため、ベビーの世話は難しいので

人生が豊かになるから

世間体と純粋にどんな子供が生まれるのか気になる

成長を見たいから

赤ちゃんが欲しい

先のことを考えると体力的に厳しく感じる

体力面、精神面、金銭面が厳しい

大変だとは思うが、子供を持つことに憧れがあり、暖かくてにぎやかな家庭を築きたいと思うから

単純に欲しくないこと。子どもよりも自分のパートナーに時間やお金を使いたい。

痛そう

憧れるか、

年齢と経済的理由にて

漠然とした不安がある(金銭や時間など)

必要だと思わない。育てられる自信がない。

必要性を感じない

子どもをもつメリットが不明。そんなニュースばかりでしょう？親が子に殺され、子が親に殺され、教育者は未熟者で自分の欲望のままに生きている。望んで子を持ってい
るにもかかわらず「私は大変」アピールはするし、躾はできない親。自由とわがままを履き違えてる子どもたち。自分自身のの自由と時間とお金を犠牲にしてまで子どもを
持ちたい理由が不明。あーこんな家庭をもてて幸せだったーと最期を迎えられる人ってどのくらいの割合いるのでしょうね？もしかしたら病気になって早く死ぬかもしれな
い、障害を抱えた子が産まれてくるかもしれない、そうなった時に子どもを幸せにしてあげられるか自信はありませんし。子を持つことに魅力やメリットを感じません。

私には同性のパートナーがいます。パートナーは将来的に性別適合手術をする可能性があります。その結果パートナーが男性に性別変更すると男女として結婚する可
能性はありますが、2人の間の子どもをつくることは現在の技術では不可能で、別の男性の精子をもらうか、里子を迎えることが選択肢となります。誰かから精子をもらう
ことは非常に困難です。パートナーが手術を受けず女性のままで生活することを選択すれば、パートナーシップ宣言をすることになると思いますが、子どもを迎えることは
困難でしょう。パートナーは、子どもを無理に迎えず、2人で生きていくという選択肢もあると言ってくれていますが、本当は子どもを持ちたいと思っているのを知っていま
す。このように、同性カップル間で子どもをつくることにはハードルがあります。そのため、わからないという回答になりました。
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【資料2-3】 幕別町こども・若者意識調査【15歳～39歳】集計結果

夫婦の時間を楽しんでいる。以前から子どもを望んでいるが自然に任せている。

夫婦ふたりが同じ気持ちで健康で幸せに楽しく暮らせているから。

幕別の保育制度に疑問があるため

欲しいから

欲しいとは思っているが収入面で考えると諦めるを得ない

欲しいと言えば欲しいがこれからの日本を考えると子供が苦しい思いをして欲しくないから産みたいと思えない。

問17　ふだんどのくらい外出しますか。今の状況をお答えください。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 平日は毎日外出する 74 53.6%

2 週３～４日は外出する 21 15.3%

3 頻繁に外出する 15 10.9%

4 ときどき外出する 20 14.6%

5 ふだんは家にいるが、必要があれば出かける 6 4.4%

6 自分の部屋からは出るが、家からは出ない 2 1.5%

7 自分の部屋からほとんど出ない 0 0.0%

　計 138 100.3%

問17-1　今の状況となって、どのくらい経ちますか。（チェックは１つ）

※問17で「５～７」と回答した方のみ。

区分 人数 割合

３か月未満 1 12.5%

３か月～６か月未満 0 0.0%

６か月～１年未満 0 0.0%

１年～２年未満 0 0.0%

２年～３年未満 2 25.0%

３年～５年未満 2 25.0%

５年～７年未満 2 25.0%

７年～10年未満 1 12.5%

10年～15年未満 0 0.0%

15年以上 0 0.0%

　計 8 100.0%

問17-2　今の状況となったのは、何歳の頃ですか。 （チェックは１つ）

※問17で「５～７」と回答した方のみ。

区分 人数 割合

14歳以下 1 12.5%

15歳～19歳 2 25.0%

20歳～24歳 1 12.5%

25歳～29歳 2 25.0%

30歳～34歳 1 12.5%

35歳～39歳 1 12.5%

　計 8 100.0%

53%

15%

11%

15%

4%2%0%

1 平日は毎日外出する
2 週３～４日は外出する
3 頻繁に外出する
4 ときどき外出する
5 ふだんは家にいるが、必要があれば出かける
6 自分の部屋からは出るが、家からは出ない
7 自分の部屋からほとんど出ない

12%

0%0%0%

25%

25%

25%

13%
0%0%

３か月未満 ３か月～６か月未満 ６か月～１年未満

１年～２年未満 ２年～３年未満 ３年～５年未満

５年～７年未満 ７年～10年未満 10年～15年未満

15年以上

12%

25%

12%

25%

13%

13%

14歳以下 15歳～19歳 20歳～24歳 25歳～29歳 30歳～34歳 35歳～39歳
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問17-3　今の状況となった主な理由とは何ですか。 （チェックはいくつでも）

※問17で「５～７」と回答した方のみ。

区分 人数 割合

1 学校になじめなかったこと 0 0.0%

2 小学校時代の不登校 0 0.0%

3 中学校時代の不登校 0 0.0%

4 高校時代の不登校 0 0.0%

5 大学（専門学校、短期大学等含む）時代の不登校 0 0.0%

6 受験に失敗したこと 0 0.0%

7 就職活動がうまくいかなかったこと 0 0.0%

8 職場になじめなかったこと 1 10.0%

9 人間関係がうまくいかなかったこと 1 10.0%

10 病気 0 0.0%

11 妊娠したこと 0 0.0%

12 退職したこと 0 0.0%

13 介護・看護を担うことになったこと 0 0.0%

14 新型コロナウイルス感染症が流行したこと 1 10.0%

15 特に理由はない 3 30.0%

16 わからない 2 20.0%

その他 2 20.0%

　計 10 100.0%

問18　最近６か月間に、家族以外の人と会話をしましたか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 よく会話した 111 79.9%

2 ときどき会話した 22 15.8%

3 ほとんど会話しなかった 4 2.9%

4 まったく会話しなかった 2 1.4%

　計 139 100.0%

問19　今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験がありますか。

　　　または、現在、社会生活を円滑に遅れていない状況がありますか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 今までに経験があった（現在ある） 32 23.2%

2 どちらかといえば、あった（ある） 29 21.0%

3 どちらかといえば、なかった（ない） 23 16.7%

4 なかった（ない） 49 35.5%

5 わからない 5 3.6%

　計 138 100.0%

0%0%0%0%0%0%0%
10%

10%

0%0%0%0%

10%

30%

20%

20%

1 学校になじめなかったこと
2 小学校時代の不登校
3 中学校時代の不登校
4 高校時代の不登校
5 大学（専門学校、短期大学等含む）時代の不登校
6 受験に失敗したこと
7 就職活動がうまくいかなかったこと
8 職場になじめなかったこと
9 人間関係がうまくいかなかったこと
10 病気
11 妊娠したこと
12 退職したこと
13 介護・看護を担うことになったこと
14 新型コロナウイルス感染症が流行したこと
15 特に理由はない
16 わからない
その他

80%

16%

3%1%

1 よく会話した 2 ときどき会話した

3 ほとんど会話しなかった 4 まったく会話しなかった

23%

21%

17%

35%

4%

1 今までに経験があった（現在ある）
2 どちらかといえば、あった（ある）
3 どちらかといえば、なかった（ない）
4 なかった（ない）
5 わからない
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問20　そうした経験をした（または現在経験している）主な原因は何だと思いますか。以下の(1)～(5)について、お答えください。

※問19で「１、２」と回答した方のみ。

（１）あなた自身について（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1人づきあいが苦手 33 27.0%

2精神的な病気 17 13.9%

3身体的な病気・ケガ 4 3.3%

4妊娠 3 2.5%

5何事も否定的に考えてしまう 21 17.2%

6勉強が苦手 7 5.7%

7悩みや不安などが相談できない 22 18.0%

8特にない 5 4.1%

9わからない 2 1.6%

その他 8 6.6%

　計 122 100.0%

（２）家族・家庭について（チェックはいくつでも）

区分 人数 割合

1家庭内の不和や離別（離婚） 7 9.6%

2家庭内での孤立（コミュニケーションが希薄） 2 2.7%

3親（保護者）の過度な期待 4 5.5%

4親（保護者）の放任 1 1.4%

5親（保護者）の厳しいしつけ 2 2.7%

6親（保護者）の虐待 2 2.7%

7親（保護者）の過干渉 5 6.8%

8親（保護者）の甘やかし 1 1.4%

9親（保護者）への反発 2 2.7%

10家庭が貧しい 7 9.6%

11家庭が裕福で生活の心配がない 2 2.7%

13特にない 33 45.2%

14わからない 3 4.1%

その他 2 2.7%

　計 73 100.0%

27%

14%

3%
2%17%

6%

18%

4%
2%

7%

1人づきあいが苦手 2精神的な病気

3身体的な病気・ケガ 4妊娠

5何事も否定的に考えてしまう 6勉強が苦手

7悩みや不安などが相談できない 8特にない

9わからない その他

9%

3%

5%

1%

3%

3%

7%

1%
3%

10%

3%

45%

4% 3%

1家庭内の不和や離別（離婚）
2家庭内での孤立（コミュニケーションが希薄）
3親（保護者）の過度な期待
4親（保護者）の放任
5親（保護者）の厳しいしつけ
6親（保護者）の虐待
7親（保護者）の過干渉
8親（保護者）の甘やかし
9親（保護者）への反発
10家庭が貧しい
11家庭が裕福で生活の心配がない
13特にない
14わからない
その他
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（３）学校について（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1成績が悪い、授業についていけない 7 7.2%

2先生との関係が悪い 6 6.2%

3友だちとの関係が悪い 11 11.3%

4校則に合わせるのが嫌 1 1.0%

5集団行動が苦手 12 12.4%

6いじめを受けた 12 12.4%

7体罰やハラスメントを受けた 3 3.1%

8小学校時代の不登校 3 3.1%

9中学校時代の不登校 8 8.2%

10高校時代の不登校 1 1.0%

11大学（専門学校、短期大学等含む）時代の不登校 3 3.1%

12大学、短大、高専、高校等の中退 4 4.1%

13中学受験の失敗 0 0.0%

14高校受験の失敗 0 0.0%

15大学受験の失敗 1 1.0%

16不本意な入学 0 0.0%

17特にない 21 21.6%

18わからない 3 3.1%

その他 1 1.0%

　計 97 100.0%

（４）仕事・職場について（チェックはいくつでも）

区分 人数 割合

1職場になじめない 12 8.3%

2上司や同僚との関係が悪い 15 10.4%

3就職に失敗 5 3.5%

4職場を退職 7 4.9%

5職場を解雇 1 0.7%

6仕事上でのミス 12 8.3%

7仕事の量や内容が自分の能力を超えている 16 11.1%

8いじめ・ハラスメントを受けた 16 11.1%

9働きたくない 9 6.3%

10いわゆる「充電」の期間が必要 5 3.5%

11仕事が自分に向いていない 10 6.9%

12自分の才能や特技を生かせる仕事ではない 6 4.2%

13本当に自分がやりたい仕事ではない 14 9.7%

14特にない 12 8.3%

15わからない 2 1.4%

その他 2 1.4%

　計 144 100.0%

7%

6%

11%

1%

12%

12%
3%

3%

8%

1%
3%

4%

0%0%1%0%

22%

3%1%

1成績が悪い、授業についていけない

2先生との関係が悪い

3友だちとの関係が悪い

4校則に合わせるのが嫌

5集団行動が苦手

6いじめを受けた

7体罰やハラスメントを受けた

8小学校時代の不登校

9中学校時代の不登校

10高校時代の不登校

11大学（専門学校、短期大学等含む）時代の不登校

12大学、短大、高専、高校等の中退

13中学受験の失敗

14高校受験の失敗

15大学受験の失敗

16不本意な入学

17特にない

18わからない

その他

8%

10%

3%

5%

1%

8%

11%

11%

6%

3%

7%

4%

10%

8%
1%1%

1職場になじめない

2上司や同僚との関係が悪い

3就職に失敗

4職場を退職

5職場を解雇

6仕事上でのミス

7仕事の量や内容が自分の能力を超えている

8いじめ・ハラスメントを受けた

9働きたくない

10いわゆる「充電」の期間が必要

11仕事が自分に向いていない

12自分の才能や特技を生かせる仕事ではない

13本当に自分がやりたい仕事ではない

14特にない

15わからない

その他
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（５）社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった状態が改善したきっかけや役立つと思うことは何ですか。

　　（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1家族や親族の助け 29 21.0%

2友人の助け 19 13.8%

3学校の先生に相談したこと 4 2.9%

4地域の人の助け 1 0.7%

5病院に行って相談したこと 12 8.7%

6相談できる場所に行って相談したこと 6 4.3%

7電話相談を利用したこと 0 0.0%

8SNSやメール、ZOOM等オンライン相談などを利用したこと 3 2.2%

9スクールカウンセラーなどの学校にいる専門家に相談したこと 3 2.2%

10同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと 2 1.4%

11就職・転職したこと 13 9.4%

12趣味の活動に参加したこと 10 7.2%

13時間がたって状況が変化したこと 14 10.1%

14自分の努力で乗り越えたこと 13 9.4%

15わからない 4 2.9%

その他 5 3.6%

　計 138 100.0%

問21　あなたが、社会生活や日常生活を円滑に送ることができない状態となったときに、

　　　家族や知り合い以外に相談するとすれば、どのような人や場所なら相談したいと思いますか。（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1同じ悩みを持っている（持っていた）人 68 18.6%

2同世代の人 47 12.9%

3同性の人 20 5.5%

4匿名で相談できる 33 9.0%

5電話で相談できる 4 1.1%

6SNSやメール、ZOOM等オンラインで相談できる 16 4.4%

7曜日や時間を気にせず相談できる 34 9.3%

8相談できる場所が自宅から近い 12 3.3%

9自宅に来てくれて相談できる 3 0.8%

10無料で相談できる 40 11.0%

11公的な支援機関 15 4.1%

12民間の支援団体（NPOなど） 6 1.6%

13医師・医療機関 19 5.2%

14カウンセラー等の心理学の専門家であること 30 8.2%

15誰にも相談したくない 15 4.1%

その他 3 0.8%

　計 365 100.0%

21%

14%

3%
1%

9%

4%0%2%2%
1%

9%

7%

10%

9%

3%
4%

1家族や親族の助け

2友人の助け

3学校の先生に相談したこと

4地域の人の助け

5病院に行って相談したこと

6相談できる場所に行って相談したこと

7電話相談を利用したこと

8SNSやメール、ZOOM等オンライン相談などを利用したこと

9スクールカウンセラーなどの学校にいる専門家に相談したこと

10同じようにうまくいかなかった経験をした人に話してみたこと

11就職・転職したこと

12趣味の活動に参加したこと

13時間がたって状況が変化したこと

14自分の努力で乗り越えたこと

15わからない

その他

19%

13%

5%

9%

1%4%
9%

3%

1%

11%

4%

2%

5%

8%

4% 1%

1同じ悩みを持っている（持っていた）人

2同世代の人

3同性の人

4匿名で相談できる

5電話で相談できる

6SNSやメール、ZOOM等オンラインで相談できる

7曜日や時間を気にせず相談できる

8相談できる場所が自宅から近い

9自宅に来てくれて相談できる

10無料で相談できる

11公的な支援機関

12民間の支援団体（NPOなど）

13医師・医療機関

14カウンセラー等の心理学の専門家であること

15誰にも相談したくない

その他
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問21-1　誰にも相談したくないと思う理由は何ですか。（チェックはいくつでも）

※問21で「15」と回答した方のみ。

区分 人数 割合

1相談しても解決できないと思うから 10 23.8%

2自分で解決すべきことだと思うから 3 7.1%

3誰にも知られたくないことだから 3 7.1%

4変な人に思われるのではないかと不安 3 7.1%

5自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから 3 7.1%

6相手がどんな人かわからないから 4 9.5%

7何を聞かれるのか不安 2 4.8%

8嫌なことをするように言われそうだから 1 2.4%

9相手にうまく伝えられないから 5 11.9%

10裏切られたり失望をするのが嫌だから 3 7.1%

11結局、お金がかかると思うから 3 7.1%

12特に理由はない 2 4.8%

その他 0 0.0%

　計 42 100.0%

問22　「ヤングケアラー」という言葉をこれまでに聞いたことがありますか。 （チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 聞いたことがあり、内容も知っている 90 65.7%

2 聞いたことはあるが、よく知らない 24 17.5%

3 聞いたことはない 23 16.8%

　計 137 100.0%

問23　（説明を読んで）あなたは、自分がヤングケアラーだと思いますか。（チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 かつてはそうであり、今も続いている 1 0.7%

2 かつてはそうであったが、今はそうでもない 6 4.4%

3 かつても、今もそうではない 128 94.8%

　計 135 100.0%

問24　家族・親族、友人、知人やそのこどもなどに「ヤングケアラー」と思われる子どもはいますか。（チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 いる 7 5.2%

2 いない 89 66.4%

3 わからない 38 28.4%

　計 134 100.0%

問25　もし、身の回りに「ヤングケアラー」と思われるこどもがいた場合、どのような対応をしますか。（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1関係機関に相談する 35 19.7%

2家族、知人、友人に相談する 35 19.7%

3本人に様子を聞く 70 39.3%

4わからない 33 18.5%

その他 5 2.8%

　計 178 100.0%

問26　「ヤングケアラー」と思われる子どもがいる場合、どのような仕組みや取組があると相談しやすい環境づくりに

24%

7%

7%

7%

7%
10%

5%

2%

12%

7%

7%

5%0%

1相談しても解決できないと思うから

2自分で解決すべきことだと思うから

3誰にも知られたくないことだから

4変な人に思われるのではないかと不安

5自分の欠点や失敗を悪く言われそうだから

6相手がどんな人かわからないから

7何を聞かれるのか不安

8嫌なことをするように言われそうだから

9相手にうまく伝えられないから

10裏切られたり失望をするのが嫌だから

11結局、お金がかかると思うから

12特に理由はない

その他

66%
17%

17%

1 聞いたことがあり、内容も知っている

2 聞いたことはあるが、よく知らない

3 聞いたことはない

1%4%

95%

1 かつてはそうであり、今も続いている

2 かつてはそうであったが、今はそうでもない

3 かつても、今もそうではない

5%

67%

28%

1 いる 2 いない 3 わからない

20%

20%

39%

18%

3%

1関係機関に相談する 2家族、知人、友人に相談する

3本人に様子を聞く 4わからない

その他
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　　つながると思いますか。（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること 56 11.4%

2学校に相談窓口があること 61 12.4%

3役場等の行政機関に相談窓口があること 40 8.1%

4学校や役場等の行政機関以外の専門機関に相談窓口があること 28 5.7%

5対面での相談が可能であること 29 5.9%

6電話・メール・SNSでの相談が可能であること 60 12.2%

7（24時間）いつでも相談が可能であること 62 12.6%

8相談する際の手順や判断基準がわかりやすいこと 50 10.1%

9相談がどのような支援につながるかがわかりやすこと 55 11.2%

10「ヤングケアラー」の支援に関する法律や条例があること 35 7.1%

11特にない 13 2.6%

その他 4 0.8%

　計 493 100.0%

問27　あなたが参加している（今後したい）と思う活動はありますか。（チェックはいくつでも） 

区分 人数 割合

1町内会・子ども会などの地域活動 32 15.8%

2こどもの見守りや子育て支援の活動 19 9.4%

3スポーツや文化活動を教える活動 22 10.9%

4小中学校の校外学習や行事のサポート 20 9.9%

5町内のイベント、地域の行事などのサポート 25 12.4%

6災害が起きた時のボランティア活動 22 10.9%

7参加したいと思うものはない 40 19.8%

8わからない 21 10.4%

その他 1 0.5%

　計 202 100.0%

問28　あなたは幕別町を「住みやすいまち」だと思いますか。（チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 住みやすい 38 27.3%

2 どちらかといえば住みやすい 63 45.3%

3 どちらかといえば住みにくい 10 7.2%

4 住みにくい 12 8.6%

5 どちらともいえない 13 9.4%

6 わからない 3 2.2%

　計 139 100.0%

11%

12%

8%

6%

6%

12%

13%

10%

11%

7%
3%1%

1「ヤングケアラー」専用の相談窓口があること
2学校に相談窓口があること
3役場等の行政機関に相談窓口があること
4学校や役場等の行政機関以外の専門機関に相談窓口があること
5対面での相談が可能であること
6電話・メール・SNSでの相談が可能であること
7（24時間）いつでも相談が可能であること
8相談する際の手順や判断基準がわかりやすいこと
9相談がどのような支援につながるかがわかりやすこと
10「ヤングケアラー」の支援に関する法律や条例があること
11特にない
その他

16%

9%

11%

10%
12%

11%

20%

10%
1%

1町内会・子ども会などの地域活動
2こどもの見守りや子育て支援の活動
3スポーツや文化活動を教える活動
4小中学校の校外学習や行事のサポート
5町内のイベント、地域の行事などのサポート
6災害が起きた時のボランティア活動
7参加したいと思うものはない
8わからない
その他

27%

45%

7%

9%

10%
2%

1 住みやすい 2 どちらかといえば住みやすい

3 どちらかといえば住みにくい 4 住みにくい

5 どちらともいえない 6 わからない
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問29　あなたは、今後も現在お住まいの場所に住み続けたいと思いますか。（チェックは１つ）

区分 人数 割合

1 現在の場所に住み続けたい 73 52.9%

2 幕別町内で別の場所に引っ越したい 13 9.4%

3 一度は町外に引っ越したいが将来帰ってきたい 9 6.5%

4 いずれは町外に引っ越したい 20 14.5%

5 すぐにでも町外に引っ越したい 6 4.3%

6 わからない 17 12.3%

　計 138 100.0%

問29-1　幕別町に住み続ける理由は何ですか。ご自由に記入してください 

※問29で「１、２」と回答した方のみ。 回答数： 66 件

アクセスがいい。福祉・出産・子育てが手厚いと感じる。

ずっと住んできたから

育ってきた町だから。引っ越しても結局幕別町が1番だった。

家を建てたから

家を建てたから

家を建てたから

家を建てたので離れる理由がない。

家を建てているから

家族（ペット）おいていけません

家族もおり、住みやすい環境であるため

過ごしやすいため

会社があるから

活動範囲の中心だから

近隣市町村に比べ子育て支援が充実しているため

戸建てを建てた

今のとこは家賃も安く戸建てでとても良かった。でも、今年度で出てくように言われているから残念。

今住んでいて不満がないから

仕事

仕事で一生住み続ける予定

子ども支援・住宅購入補助などが手厚く、都会過ぎず暮らしやすい

子育て支援がしっかりしてる

子供と長く同じ地域で生きていきたいから。

子供の医療費がかからないのが大変助かります。またスーパーやドラッグストアも多く生活がしやすいです。

持ち家だから

自動車があれば特に不自由もないから

自分に財力がないから親に住まわせてもらってる

実家（仏壇）があるから

住みやすい

住み慣れたから

住宅を建てた。子どもに対する支援が手厚い

住宅を建ててしまったから

除雪早いキレイ

職場が近い、一通りの用事は済ませられる

職場に近いから

職場に近いから。

職務上の理由。

自由記述

53%

9%

7%

15%

4%

12%

1 現在の場所に住み続けたい
2 幕別町内で別の場所に引っ越したい
3 一度は町外に引っ越したいが将来帰ってきたい
4 いずれは町外に引っ越したい
5 すぐにでも町外に引っ越したい
6 わからない
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申し分のない土地だから。ただ、不満はある。

親の家が近くにあるのと落ち着くから

人混みが少ない

生まれ育った場所が好きだから。

先代から受け継いだ農業しているから

他に行く場所がない

帯広からも近く、特にこれといった不満はないから。

帯広が近くでスーパーもあり静か

帯広にも近いので不自由ない

帯広に近く、子どもの病院代もかからない

帯広に近くちょうど良い

帯広へのアクセスも良く、市内に比べて子育て支援も充実しているからです。

地元だから

地元だから

地元で実家が横。子育てしやすい。

町内に家を建てたため

適度に自然があって、買い物も出来る。治安が悪くない。近所の方々の雰囲気も良いです。

特に不自由がないから

農業を営んでいる為

買い物しやすい

買い物など生活しやすく、帯広へ行くにも近い。同世代子どもも多い。子ども医療費控除の存在も大きい。

不自由ない暮らしができているから

父を継ぎたいのと、会社から近いので

物価の高騰が続いているため引越し等をするとお金がかかだたりするため

便利

便利だから。子育て支援が手厚いから。生まれ育った場所だから。

幕別町内に職場があるため。また、幕別町で同性間のパートナーシップ制度がスタートしたら、利用したいため。

落ち着いた環境。基本的なインフラが整っているため。

立地条件、職場への行きやすさなど。

両親がいるから

問29-2　幕別町内に住み続けていく中でどんな取組や支援があれば好ましいですか。ご自由に記入してください。 

※問29で「１、２」と回答した方のみ。 回答数： 54 件

イベントなどを増やしたりする

ごみ拾いのボランティアを積極的にしたら良いと思う

ドラックストアなどの商業施設、子育て支援、若い世代の誘致、こども園の建て替え、

マイホーム応援、子育て支援

もう少し、幕別町自体を盛り上がること

わからない

わからない

医療的支援が必要な小学生を預かって頂けると、学校のPTAの用事や兄弟の習い事などに参加しやすくなります。

介護に関する支援を手厚くしてほしい。

各種補助金の充実対象の拡大

給食の無償化、町独自の出産手当など

給食費無料、幼稚園の預かり保育無料

自由記述

パートナーシップ制度に、男女間の婚姻と同等の保障があること。例えば、パートナー2人の名義での公営住宅利用、扶養控除、携帯電話会社の家族割、児童扶養手
当、パートナーの入院時のキーパーソンになれる等、男女間の婚姻で得られる様々な権利。家族として認められたい。

1.子供や高齢者だけの支援だけではなく、共働き夫婦への支援（共働きという事は決して余裕があるわけではない）2.賃貸物件（アパート集合住宅など）や町営住宅など
（特に高齢者がいる住宅など）の駐車場について冬場の除雪は大変なため、町で除雪は入って欲しい。
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金銭面での子育て支援

空き家の斡旋、リフォーム補助

継続的な障害者支援

結婚相談

犬を飼っているので犬が遊べるところが増えて欲しい。

公共交通機関又はコミュニティバスの増線(毎時間発着があるより、朝夜に本数が多く通勤通学しやすいと、帯広との行き来がしやすくなるのでは)

高齢者の住宅への見回り

今は思い浮かびません。

今増えている農村地域の移動手段が無い高齢者の移動支援

歳を重ねると田舎は不便極まりないと思うので、交通の便の改善等。

子どもの屋内遊戯場がほしいです

子どもの支援を手厚くして欲しい

子どもの室内遊び場の充実。土日も開放しているような場所が欲しい。

子育てに関する支援や高齢者の免許返納後の移動手段に関する支援

子育てに対する支援

子育て支援、学童も給食ありにして欲しい

子育て支援の充実、商業施設の誘致

子供が遊べる施設（土日）をもう少し欲しい

若者が少ないため移住で来られる方が増えるよう町の魅力をアピールする。
高齢の方も移動しやすくなるよう幕バスの運行本数、移動範囲を増やす。

手厚い農業支援

助成などたくさんあると嬉しいです。低所得者、1人親が大変なのは勿論ですが、そうでない家庭も大変です。配偶者がいる家庭の助成は少ないと思います。

商業施設の拡充。

小・中学校の給食費無償化を強く望みます。公園遊具の増設も検討してほしい。未来ある子どもたちが伸び伸びと安心して暮らしていける町にしてほしい。

障がい者が生活に不自由ない賃金がもらえる働ける場

上手く言えないですが。色んな支援をして欲しい

生活支援、住宅支援。

税金が無駄遣いされない。住民に還元される

税金とか優遇してくれるといい

全員に助成金

忠類に買いものができる施設（スーパー）があってほしい。

忠類地区への移住促進。もしくは、忠類地区の生徒を大樹町へ通学させる取り組み。

土地の値段が高騰していますが、固定資産税を下げて頂ける助成や給付があると助かります。

特にない

特になし

特別養子縁組、里親制度をもっと身近に

保育園の合否に疑問。

幕別町公式LINE

幕別本町にお店が増えて欲しい。セコマ以外のコンビニやドラッグストアなど。水の出る公園や大きな遊具がある公園施設があると良い。

老若男女問わず交流できる取り組みや、結婚・子育て支援がもう少し充実していればいいかなと思います。

子育てしやすい環境。共働きだと保育料が高い。年収に応じてとはいえ保育料が高いので貯金できない。保育料を０歳から無償化して欲しい。無償化になれば2人目、3
人目を考えやすい。支援センター以外に室内でも赤ちゃんが遊べるところが欲しい。
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問29-3　町外に引っ越したい理由は何ですか。ご自由に記入してください。 

※問29で「３、４」と回答した方のみ。 回答数： 30 件

ありません

ある程度都会の生活も楽しんだうえで落ち着きたい時に帰ってきたい

インフラである水道代が高いことや企業等の誘致が少なく娯楽や職種が限定的なため。

なし

やりたい職業があるからその資格を取るため

違う地域に住んでみたいから。

故郷が好きだと実感したから。

札幌にパートナーがいるから戻りたい

子育て支援が、手薄すぎる。町独自に児童手当を増やしたら、奨学金の返済サポートをする事業をして欲しい。

子供の進学によって引越します

自分のやりたい仕事が道内でやりにくい

自分の志望する大学が町外にあるから。

職場が遠いから

職場が町外

職場の近くに引っ越したい

職場も町外にあるため。JRもバスも少なく飲んでも帰ってくるのが大変。

色んな場所に行って様々な経験をしたいから

他の町村の住みやすさも確認しておきたい

帯広市に住むのが便利だと思うから

大学進学をするため

知り合いと会いたくない

忠類地区の子どもが少なすぎる。

町民税が高い

転勤がある

転職の可能性がある

田舎だから

都会に行ってみたいから

都会に住みたい

買い物ができるお店がない

保育園について

幕別町は薬局ばかり作り、お店等発展していないから。若者に取っては住みたくない、早く出たいと思う町。唯一家族がいるから住める程度。

問29-4　幕別町に住み続けよう（帰ってきたい）と思うにはどんな取組や支援があれば好ましいですか。ご自由に記入してください。 

※問29で「３、４」と回答した方のみ。 回答数： 20 件

イベントの増加

もう少し学生が遊べるような場所を増やして欲しい

弓道場があればいいなって思います

金銭的にじゅうじつしたしえん

金銭面での支援

結婚したいと思ってる人達の支援などがもう少しあったほうがいいかなと思います。

公共交通機関での通勤支援や、帯広から幕別に帰って来るためのタクシーの割引券。

子育てについて

子供が遊べる公共施設

自由記述

自由記述

札幌のように、専門学校等もう少しあった方がいい。また、薬局、スーパーばかり作っても土地の無駄だも思う。それなら、服屋やIKEAやスリーコインズとかラウンドワン
等作った方がいい。
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支援とかして欲しいけど、すぐ浮かばないです。

若い世代への補助金、支援金

若者から大人まで参加できる健康チェック（健康診断的な）もの
健康意識を高められるような取り組み

色々な施設を増やす。

大型商業施設(イオンモールやコストコ等)があれば買い物が便利になり住みやすいと思う

店をたくさん作って欲しい

働く人への生活的な支援

買い物できる場所を増やす

問30　最後に、幕別町政に対して、思うことがありましたら、ご自由に記入してください。 

※問29で「３、４」と回答した方のみ。 回答数： 34 件

1.色んな費用が少しでも安くなると生活は助かる。2.やはり子供、高齢者だけに特化せず、全世帯平等に支援すべきと感じる。

アイヌの施設は本当に必要なのか、現存の公共施設の修繕などにそのお金を使うことはできないのかと思います。

アイヌ関連の施設の改築？に何億も費やすのはどこに需要があるのか、何を考えているのかわからない。それなら道の駅を札内か本町に作って欲しかった。

スポーツや未来のある子供達に対しての政策をどんどん進めて町の強みにし、将来的に移住者などが増えるようなまちづくりを期待したいです。

もっと町民の為にして欲しい

もっと町民の声を聞いた方が良い。町民のニーズに沿った動きが出来ていないと感じる

より安心安全の街を  これからも維持して頂きたい

頑張って！

教育委員会の天下りに疑問を感じる。アンケート内容のような疑念をお持ちなら適任者を選出すべきだと思う。

公園、地域コミュニティセンターが非常に多く、利用しやすい反面、維持費がかかりすぎるのではと心配している。

今のところ特になし

歳入増加のためにも、人口減への対応が急務かと思われるので、抜本的な改革を期待しています。

札内地区に書店を作ってください

子育て世帯への金銭面での支援を充実してほしい

若い人が住みやすい町になって欲しい

若者向けの物も作ってください。出ないと幕別町は若者が居なくなる一方です。それでもいいならこのままで大丈夫だと思いますが。

若年層や子どもへの取り組みをもっとしっかりすれば良いと思う。パークゴルフやらの高齢者向けの施設ばかりに力を入れていたら本当に人いなくなりますよ

商業施設施設が何も無い

草刈り等の環境保全をもう少しこまめにやって欲しい

忠類地区の子どもが減り続ける中で、忠類小中学校はいつまで存続させる必要があるでしょうか。子どもたちのことを考えたら、すぐ隣の大樹地区に通学させるべきだと
考えます。一学年5人にも満たない学校では、団体スポーツもできず、多様性も学べないと思います。財政的にも、古い校舎を維持していくより良いはずです。

帯広に飲みに出た時の代行サービスなど、町民割などができると良い。JRの最終便を逃すとタクシーでしか帰る手段がないため。交通の便など、まくバスも札内まで行く
便があったり、交通網が広がると嬉しい。

自由記述

①子を持たない働く若者、現役世代にとっても魅力を感じる施策作りをお願いします。 ②災害対策等の点で、福祉避難所が必要な時にしっかりと福祉避難所としての役
割を果たせるのかやや心配です。例えば大きな地震が起きた時に崩壊の危険性はないか、必要な安全は確保できるのか。単純に建物的に大丈夫？と思う場所もあるよ
うに見ています。最近は「今までにない」とか「記録的な」という言葉が付く自然災害も増えていますので、我が事として、明日は我が身という視点で改めて確認していただ
き根拠をもってお示し頂けると安心にも繋がるかと思います。  (こども課のアンケートの回答には不向きかもしれませんがぜひよろしくお願いします)

こちらに書いてようのかわかりませんが、道路、歩道への駐車が多く感じております。子どもが歩道を歩けませんし、見通しが悪く、事故が心配です。回覧板で呼びかけ
ていただいているのをみたことがありますが、何も変わりません。条例などで取り締まるなど、具体的な対策を考えていただけますと助かります。また、冬に雪を歩道や道
路に投げている高齢者をよく見かけます。登下校中の子どもたちの足下が濡れてしまいますし、歩きづらそうに見えます。やめてあげてほしいです。もう一点失礼致しま
す。最近、本屋さん、文房具屋さんの閉店が続いております。幕別の子どもたちが本に触れる機会を増やしてあげたいですし、お小遣いを持って鉛筆を買いに行くよう
な、そんな街がわたしは個人的に好きです。子どもたちが住みやすい街作りを是非お願いいたします。

へき地に対する支援が疎かだと思う。交通機関だったり、買い物をする場所だったり、免許を返納したりすると高齢者にへき地は厳しい。だからといって街に引っ越したい
高齢者が多いわけではないから色々と改善していってほしい。街が賑やかになるのもいいけれど、へき地特有ののどかな部分も捨てないでほしい。

繰り返しになりますが、未来ある子ども達にとって安心できる町づくりをお願いします。まだまだ足りないものだらけ！ひとつひとつ、町民の意見に耳を傾けて、未来のた
めの幕別町にしてほしいです。

今年に入り、全国で自然災害が相次いで発生していることや幕別町内では一部の地域で水道管が破裂し半日程度水が断水するなど、色々なことがこの半年でありまし
た。これを受け町としてはどのような対策をこれから行っていくのかを町民に明確にすることが大事だと思います。

子どもは2人は欲しいと思う。でも金銭的なフォローが町として少なくて、諦めらめなくては行けないのかと思う。町独自に継続的に金銭的な支援が欲しい。1人目から児童
手当を増やしてもらえないと2人目に行こうと思えない。1人目は月5万円くらいは必要。習い事やおむつ等お金がかかる子どもの豊かな生活を育むためには町の支援が
必要だと考えています。どうか日本一子どもが育てやすい町になりますように…。お願いします。

人いない農村地区に組合等、集まり多過ぎて農業にならない、保育園3才未満家賃より高過ぎて生活困難、ガス代高過ぎて幕別町引っ越してきてずっとお風呂に入れな
い、札内のゴミ収集個所がゴミになってる

忠類地区は幕別中心地から遠く、他の地区の子どもとの交流もなく、疎外感を感じます。幕別中心地へのバスもなく、イベントに参加しづらかったり、子どもたちは不便な
思いをしています。いっそのこと、大樹町に通学させてあげたいです。大樹町のスクールバスは忠類市街も走っているようです。
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町の寂しい雰囲気が苦手です。人もお店も少なく、今のままだと若者はどんどん離れて行くと思います。

町民の声に耳を傾けるだけでなく、町民の立場になって考え、思いやりのある対応を求めます。

町民プール・本屋・子供服屋などなくて不便。札内駅前の草刈りは毎年やってほしい。

通っていた保育園の継続ができず、次の年には他を探してくださいという考えがありえない

本町近辺の人口減少対策をした方がいい。　

幕別本町をこれから先の時代も廃れず、老若男女住みやすい町にして下さい。このままでは過疎化してしまいます。

幕別小学校で、教育の日？と、挨拶運動の際に誰でも学校見学できることが気になります。過去に大阪の小学校で殺人事件があったので…。犯人は校門が閉まってい
たら、乗り越えてまで学校に入ろうとはしなかったと証言しています。
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